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毎月執行委員会を開催

銀行・仲間のことを知る場に

私たちの組合の役員はOBが中心で、片道1時間以上

かかる人もいますが、毎月執行委員会を開催していま

す。いろんな会議の情報や、仲間の声や銀行に行った

ときに感じたこと、旅行や趣味など楽しかったことな

どを持ち寄って話し合ってきました。

銀行を退

職してから、

銀行や仲間

の情報は少

なくなって

きています

が、少しで

もそれらを

知るよい機

会となって

います。

今日のよ

うに大阪ま

で 寄せ て

い ただ い

て多くの若い方々のお話を聞かせていただいたり、他

の組合の大会

へ寄せていた

だいて銀行の

外からの声な

ども助言した

りしています。

これらは組合

のおかげであ

り、退職して

も少しでも皆

さんにお役に

立つことがで

きると喜んでいます。

持ち寄った声をもとに

機関紙「さざなみ」を発行

機関紙「さざなみ」を執行委員会で持ち寄った情報

をもとに、毎月２回発行しています。２００７年１２

月の日本機関紙協会主催の京都滋賀機関紙コンクール

において、「下部のコラム欄では『職場の声』『水墨

画』と、仲間が中心の企画なっています。職場の声が

１０月１８日（土）、金融労連近畿地協第３回定期

大会が大阪市で開かれ、代議員・役員２８人が集まり

ました。さざなみネットからは、４人が参加しました。

富士野議長はあいさつで、「サブプライム問題に端

を発した金融不安は、近畿でも地銀を中心に影響が出

始めている。職場では貸し渋りへの批判をかわすため、

融資の断り方に留意するような指導まで行われている。

国民生活の困窮・食品偽装・ワーキングプアーなど切

実な問題の改善に向けて力を合わせよう」と述べまし

た。

大会では２００８年のたたかいの総括、２００９年

度運動方針、および決算・予算が提案され、全単組・

支部から職場の現状などを発言し、討論に参加しまし

た。（さざなみネットの発言は下記、その他は裏面に

一部掲載）

全議案が満場一致で採択され、その後新年度の役員

選挙が行われ、次の方々が選ばれました。

議長 富士野三男（再任）

副議長 浦野弘・

小原信夫（再任）

福井悦雄（新任）

事務局長 阿部正巳（再任）

事務局次長 山﨑幸雄（再任）

他省略

岩波美智子さん画

発言する奥村代議員
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毎回機関紙に載るのはすばらしいことです。仲間を励

ます元気のある機関紙を、これからも期待します」と

個別批評いただき、佳作を受賞しました。今年３月か

ら５月までに発行された機関紙を対象にした「金融労

連第２回機関紙コンクール」においても、「職場の状

況がわかる紙面」「読む気が起きる機関紙」として入

選しました。

郵送・ホームページで
情報を多くの仲間へ

組合員などには、毎月「金融労連」や「近畿の仲間」

を、署名・チラシなどとともに郵送してきました。滋

賀銀行従業員組合の組合員・OBやニュース会員へも

送付していただくとともに、ホームページに掲載いた

だき、多くの仲間に見ていただいています。

機関紙「金融労連」と「さざなみ」の新年号を、顔

見知りの仲間に今年は１３０部郵送しました。会った

時にお礼を言われたり、電話があったりしています。

読者からの情報が
架け橋になって組織拡大

そのうちの一人から「職場の仲間から『どこかよい

組合はないか』聞かれた。病気で休暇後職場に復帰さ

れたが、身体が不自由にかかわらず、普通に仕事をし

ておられ、心配をしている」と連絡がありました。滋

賀銀行従業員組合の役員とともに面談しました。「手

だけ少し障害が残っ

ているが、医師の指

示もあり、通常に仕

事をしている。しか

し、雇用に不安があ

る。さざなみネット

に入りたい」との希

望で、組合員が増え

ました。

労働相談
「一人じゃない、ずいぶん楽に」

厳しい労働条件や複雑な人間関係により、身体の調

子が悪くなり、肉体的・精神的につらい思いをしてお

られる仲間からの相談がありました。、勇気を持って

身体を直すことが一番大事だと、組合加入を勧誘しま

したが、加入にまでは至っていません。しかし「一人

じゃないって思ったら、ずいぶん楽になりました」と

メールなどがあり、励ましになっています。

新春旗開き、職場と生活アンケート、金融労連の統

一要請書による行動、メーデーへの参加、原水爆禁止

国民平和大行進、母親大会、憲法のつどいなど共同し

て取り組みました。

これからも、今までの銀行生活の経験を生かしなが

ら、少しでも仲間のため若い世代への架け橋を担って

活動していきたいと思います。


